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１．はじめに 

 稲作経営の省力化，大規模化を期待できる乾田直播（以下，乾直）栽培が注目を集めて

いる。しかし，乾直栽培は代かきを行わないため土壌への浸透量が大きくなる傾向があり，

用水が十分に確保できない地域での普及は困難である。また，現在乾直栽培が行われてい

る地域であっても，今後さらに乾直栽培の普及が進んだ場合，用水確保が重要な課題にな

ることが予想される。既往の研究によると，乾直田においては，湛水を継続することであ

る程度浸透量は減少する。しかし，実際の乾直田では十分な湛水が確保できない場合もし

ばしばある。そこで本研究では，用水不足条件にある乾直田を取り上げ，湛水条件が土壌

の透水性に及ぼす影響について検討する。 

２．研究方法 

茨城県水海道市報恩寺地区にある，面積 0.54ha，栽培四年目の乾直田を対象田とした。

対象田は，用水系統の末端に位置しているため，用水の確保が困難であり，毎年，湛水が

十分に行われていない。 

対象水田内には，地点毎に湛水状況の違いが発生すると予想されるため，乾直田の用・

排水路側各 2 地点，計 4 地点に水位計を設置し，水田水位（田面下 20cm まで）の連続観

測を行った。また，水位計設置 4 地点と，対象田の中央

部の計 5 地点で，湛水期前後に土壌を採取（5cm 毎に深

さ 20cm まで）し，透水試験を行った（図１）。 

なお，調査年においては，湛水が十分に確保出来なか

ったために対象田には雑草が繁茂し，地権者が６月で栽

培を打ち切った。そのため，連続観測は 4 月から 6 月ま

でしか行うことができず，本調査においては，取水を開

始した 5 月中旬から６月末までを湛水期として，検討を

行う。 

３．結果および考察 

（１）地点毎の湛水状況の比較 

各水田水位計の観測結果から，各土壌深さについて水位がそれ以上であった時間（土壌

飽和時間）を算出し，それを全観測時間で除した値を土壌飽和時間率として検討を行った。 
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図２に各水位観測地点における土壌深さ毎

の土壌飽和時間率を示す。用水路上流地点

は取水口に近いこと，また，隣接移植田の

湛水の影響を受けたことにより，全観測期

間のおよそ 80%で湛水が存在していた。一

方，その他の地点では，ほとんど湛水は確

保されず，地点毎の差は見られなかった。

しかし，排水路上流地点については，田面

上の湛水は確保されていないものの，田面

下では土壌飽和時間率の急激な増加が見られ，灌漑期間を通じて，地下水位が高かったこ

とが確認された。これは隣接移植田の湛水の影響を受けたためであると考えられる。 

（２）湛水前後での透水係数の変化 

 乾直田 5 地点について，湛水前後での透水係数の変化を比較した。土壌深さ 0-5cm につ

いては，湛水の前後で透水係数に差は見られないものの，土壌深さ 5cm 以深ではほとんど

の地点で透水係数の低下が見られた。しかし，その低下の傾向は，地点によって，また，

土壌深さによって様々であった。なお，深さ 0-5cm で透水係数の低下が見られなかったこ

とについては，湛水停止から 2 週間経過して採土を行ったため，土壌表面の乾燥が進んだ

ことが原因であると考えられる。 

（３）湛水状況と透水係数の関係 

 各地点における深さごとの土壌飽和時間

率と透水係数の関係を図３に示す。土壌採

取地点によらず，単純に土壌飽和時間が大

きくなるにつれて，透水係数が小さくなる

という関係が得られた。一方，飽和－不飽

和の切り替わり方の影響という観点から，

観測期間中に土壌飽和が確保された回数，

および，一回の土壌飽和の平均時間を合わ

せて検討した結果，土壌飽和時間以外の要因は意味を持たなかった。 

４．まとめ 

 用水不足地域の乾直田においては，地点毎の湛水状況にばらつきが見られ，また，その

湛水状況は周囲の移植田の影響を強く受けていた。土壌の透水性の低下は，土壌飽和が確

保された積算時間を代表とする何らかの要因によって決定されていることが推定された。

このことから，用水不足地域の乾直田において，湛水期の積算浸透量を減少させるために

は，出来る限り初期の段階で集中的に全面湛水を行い，早期に透水性を低下させるような

水管理方法が有効であると考えられる。 

 

 

 

 

図３　土壌飽和時間率と湛水後透水係数の関係
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図２　乾直田地点別の土壌飽和時間率（2002年4-6月）
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